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東
京
・洵
レ珈
田
ヒ退
誅
´

所
在
地
　
　
　
東
京
都
港
区
東
新
橋

一
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
九
四

。
九
二
年
度
調
査
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四

月
―

一
九
九
六
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
⑫
東
京
都
教
育
文
化
財
団
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
千
葉
基
次

・
千
野
裕
道

・
小
林
博
範

・
福
田
敏

一
・
小
島

正
裕

・
石
崎
俊
哉

・
西
澤
　
明

・
小
林
　
裕

。
斎
藤
　
進

遺
跡
の
種
類
　
縄
文
時
代
遺
物
散
布
地

。
大
名
屋
敷
跡

・
鉄
道
施
設
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
、
江
戸
時
代
、
近
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

汐
留
遺
跡
は
、
東
京
の
東
部

に
位
置
し
て
お
り
、
旧
国
鉄
の

汐
留
貨
物
駅
豚
地
に
あ
た
る
。

こ
の
地
は
、
江
戸
時
代
に
は
江

戸
湊
を
望
む
大
名
屋
敷
地
で
あ

り
、
北
か
ら
脇
坂
家

（龍
野
藩
）、

伊
達
家

（仙
台
藩
）
、
保
科
家

（会
津
藩
）
の
屋
敷
が
並
び
、

さ
ら
に
そ
の
南
に
は
幕
末
に
、

江
川
太
郎
左
衛
門
の
大
小
胞
習
練
場
が
造
ら
れ
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と
、
我

が
国
最
初
の
鉄
道
建
設
の
た
め
、
旧
新
橋
駅
の
用
地
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

汐
留
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、　
一
九
九
二
年
よ
り
発
掘
調
査
を
実
施

し
て
い
る
が
、
九
四

。
九
五
年
度
の
木
製
品
の
出
土
点
数
は
約

一
六
〇
〇
〇
点

で
、
そ
の
中
で
文
字
資
料
が
約
八
〇
〇
点
含
ま
れ
て
い
る
。

前
回
の
九
二

・
九
三
年
度
調
査
分
で
は
、
伊
達

。
脇
坂
両
屋
敷
の
造
成
及
び

変
遷
過
程
に
着
目
し
て
、
こ
れ
に
関
連
す
る
木
簡
資
料
を
報
告
し
た

（本
誌
第

一
九
号
）。
今
回
は
、
両
屋
敷
の
地
点
の
異
な
る
調
査
に
よ
り
出
土
し
た
も
の

と
、
鉄
道
に
関
連
す
る
な
か
で
特
筆
さ
れ
る
文
字
資
料
を
選
ん
で
報
告
す
る
。

汐
留
で
確
認
さ
れ
る
文
字
資
料
は
多
彩
で
あ
り
、
荷
札

・
鑑
札
な
ど
の
札
類
を

は
じ
め
、
樟
や
桶
の
蓋

・
側
板
、
上
水
の
木
樋
や
桶
、
曲
物
や
箱
の
容
器
、
刷

毛
や
火
打
ち
な
ど
の
生
活
雑
貨
、
あ
る
い
は
位
牌
や
印
鑑
な
ど
、
様
々
な
も
の

に
残
っ
て
い
る
。
記
載
方
法
に
は
、
墨
書
、
焼
印
、
刻
み
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

こ
こ
で
は
本
誌
の
通
常
の
整
理
方
法
と
は
異
な
る
が
、
木
簡
を
時
代

・
性
格

別
に
分
類
し
て
紹
介
す
る
。

一　
江
戸
時
代

荷
札
類

ω
　
。
「
＜
脇
坂
淡
路
守
内
　
日
‐―
□
」

。
「
＜
脇
坂
淡
路
守
内
　
一昼
立
や
」
　
　
　
　
　
Ｐの実
Ｐ巽
卜
露

(東京東北部 。東京東南部 )



「
＜
播
州
龍
野
那
波
屋
弥
右
衛
門
」

「
＜

御
用
酒
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
］卜受
卜Ｘ
８

「
＜
脇
坂
中
務
小
輔
内
　
大
野
五
郎
左
衛
門
」

「
＜
日
□
箇
之
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
］い反
卜泉
Ｆ

「
＜
ｏ
潜
胸
紹
棚
平
加
」

「
＜
ｏ
Ｏ

一　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌〇授
∞隻
８

「
　
仙
台
御
屋
敷
登

ｏ
　
遠
藤
文
七
郎
様
　
大
町
主
計

□
□
　
　
　
　
　
十
□
之
内
」
　
　

　

Ｎ解斐
⇔ヌ
∞

「
ｏ
差
上
仙
台
子
こ
も
り
鮭
　
十
尺
の
内
」
　

Ｐ∞泉
Ｐ粟
∞

「江
　
協
坂
中
務
小
輔
様
御
屋
敷
　
従
播
州
龍
野

炉
　　　脇勘剃椛鋤聯様
（翻欺醗貶柩

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

〔係仰
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μωμ×
∞伽×
］

「宝
永
四
年
分
遠
田
郡
田
尻

町
買
米
四
斗
五
升
入
　
　
　
」

「日

日

間
正
月
日
日
――
日
□
　
権
助
」

Ｐ
］
『
×

∞
Ｎ
×

ω
　

ｏ
解
〕

Ｏ
Ｐ
Ｐ

Q)表



住。 篭   (9)
. 類  .  .

⑪
　
。
「
　
万
治
四
年

ｏ
　
御
門
之
札

丑
ノ
三
月
十
五
日
」

。
「
ｏ
　
長
沼
宗
三
郎

」

⑫
　
。
「　
芝
口
三
丁
目

ｏ
　
御
用
次

又
八
郎
　
　
」

。
「
。
印
凱
難
衛
　
」

ω
　
。
「
　

一
日
水
事
番
札

ｏ
　
　
　
　
（焼
印
）

「
　
　
　
　
　
　
（焼
印
）
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(17)部 分

93

「御
代
官
進
四
郎
左
衛
門
」

「平
井
村
　
平
蔵
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
牌∞反
的授
伽
目

⑭
　
。
「　
松
平
陸
奥
守

陸
奥
国
伊
沢
郡
水
沢
村

□
高
五
拾
石
　
百
姓
利
四
郎

担
元
米
掛
米
糀
共

天
保
拾
四
卯
年
　
　
　
」

。
「御
勘
定
所

（焼
印
）　
　
　
　
」
　
　
　
　
Ｐの反
ミ
溢
φ

上
水
関
係

ω

　

「□
　
承
應
三
年
智

二
月
十
日
こ
れ
を
□
」
　

∞］泉
藪
挙
『

⑮

　

「
明
暦
元
年
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌馘
溢
∞粟
窓

口

　

「ぇ
対
ガ
年
九
月
十
四
日
　
加
賀
町
桶
屋
長
兵
衛
」

釦
卜
Φ
×
牌
ｏ
∞
×
卜
∞

「
　
一
此
大
佛
や
久
五
郎
御
門

可
有
御
通
候
以
上

。
鵬
残
慨
八
日
神
谷
勝
左
衛
門
全
齢
）

御
門
番
衆
中

「ｏ防
帥
紛
帷
融
趾
右
衛
門
（花押）

ｏ
□
永
□
□
三
□
　
五
月
十

一
日

水
野
右
近
殿
」
　

岸卜巽
ぐ
×
∞
露

解
μ
解
×
『
ｏ
〉〈
μ
ｏ
　
　
Ｏ
Ｐ
牌

∞
∞
×

伽
『
×

∞
　

ｏ
牌
μ

『
∞
×

り
解
×

６
　

ｏ
牌
μ

Ｏ
Ｐ
Ｐ

〇
⇔
牌

Ｏ
ω
牌

０
６
牌

(15)部分



容
器
類

一①

　

「　
　
ふ
か
の
印

ｏ
南
都
諸
白

□
□
屋
勘
兵
衛
　
」

⑬

　

「
　
谷
中

納
豆常
陽
院
」

⑩

　

「
　
　
進上

白
砂
糖
　
　
とほ
金

・茂
芝
三
友
　
　
」

働　「唐帥棚誡痢入」○

戯
Ｐ８
×
揃
ｊ

戯
ド３
×
嗣
〕

戯
８
×
嗣
『

蔵
μ導
×
楓
”

（
Ｐ
∞
伽
）
×

Ｎ
Ｎ
Φ
×
拌
〕

Ｏ
ω
い

8        8

例   !.⑭281働 961い 幾
「れ体
」

「一一一」

「薇厭
」

「　一　」

「上１
エハ
」

「工‐
エハ
」

「
い
」

（焼
印
）

（全
て
焼
印
）

蔵
騨誤
ｘ
ｍ
申

ョ
Ｐ

戯
〕器
Ｘ
価
↓　
ａ
ド

卜
ヽ
×

∞
枷
Ｘ

∞

ヽ
や
×

慧

×

ω

”
『
×

μ
∞
×

∞

『
『
×

『
ヽ
Ｘ

岸
０

忌  目     ξ     鷺
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¢91e31∽
お
リ
ｂ
Ｏ

名
奉
修
不
動
尊
長
□
護
摩

×

名
奉
修
不
動
尊
長
□
護
摩

×

明
治
時
代

荷
札

「渡
島
國
函
館
地
蔵
町
日
日
――
日
□

北
海
社
行
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「横
濱
元
町
西

バ
ビ
ー
様
方
行

十

一
月
十
四
日
出
　
　
鈴
木
市
□
□
」

「兵
庫
縣
下
神
戸
山
辺
通

五
丁
目
三
十
壱
番
地

伊
藤
信
成
行
　
　
」

。
「
ｏ
人
田
耕
造
荷
」

。
「
ｏ
人
田
耕
造
荷
」

「
ｏ
陸
軍
徴
兵
使
用
物
ｏ
」

（
］
∞
卜
）
×
⇔
〇
×
∞
　
ｏ
解
ｏ

Ｎ
Φ
×

『
囀
×

∞
　

ｏ
μ
μ

］
ｏ
∞
×

⇔
釦
×

μ
ｏ
　

ｏ
牌
Ｐ

〕
∞
Ｐ
×

ヽ
『
×

『
　

ｏ
岸
〕

解
∞
ω
×

頓
Ｎ
×

ｏ
　

ｏ
Ｐ
］

Ｐ
Ｐ
卜
×

Ｎ
∞
×

卜
　

ｏ
Ｐ
〕

∞
ω
伽
×

『
ｏ
×

岸
∞
　

Φ
解
騨

荷
札
類
の
い
は
脇
坂
家
の

一
七
世
紀
中
葉
の
埋
め
立
て
層

全
ハ
Ｋ
十
二
四

Ｈ
・
Ｉ
埋
土
。
以
下
括
弧
内
に
出
土
遺
構
お
よ
び
グ
リ
ッ
ド
を
記
す
）
か
ら
出
土
。
②

Ｏ
は
脇
坂
家
の

一
七
世
紀
中
―
後
葉
の
遺
物
溜
ま
り

（七
Ｉ
Ｉ
落
ち
込
み
こ

出

土
。
酒

（諸
白
）
に
関
す
る
荷
札
は
こ
の
他
に
も
出
土
し
て
お
り
、
国
元
か
ら

江
戸
に
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
①
は
脇
坂
家
の
一
七
世
紀
中
葉
の
遺

物
溜
ま
り

（六
Ｊ
Ｉ
落
ち
込
み
七
）
出
土
。
い
は
伊
達
家
の

一
人
世
紀
前
半
の
上

坑

（五
Ｊ
Ｉ
四
一一〇
）、
①
は
伊
達
家
の
土
坑

（四
Ｋ
１
０
五
工Ｏ
、
⑪
は
伊
達
家

の
地
下
室

（四
Ｊ
十
三
一
五
）
か
ら
出
土
。
①
ｌ
Ｏ
の
よ
う
に
、
同
種
の
荷
物

が
複
数
あ
り
、
そ
の
内
の
何
個
目
か
を
記
す
荷
札
も
多
い
。
③
は
伊
達
家
の
土

坑

（四
Ｋ
Ｉ
Ｑ
二
八
）
出
土
。
仙
台
藩
で
は
、
買
米
仕
法
と
呼
ば
れ
る
米
の
専

売
制
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ
の
荷
札
は
領
内
の
田
尻
町
の
買
米
蔵
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
荷
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
①
は
脇
坂
家
の
土
坑

全
ハ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
六
〇
）

か
ら
出
土
し
た
。

次
に
鑑
札
類
で
は
、
⑩
は
②
と
同

一
遺
構
か
ら
出
土
。
⑪
は
脇
坂
家
の

一
七

世
紀
中
葉
の
遺
物
溜
ま
り

（六
Ｊ
Ｉ
落
ち
込
み
五
）
出
土
。
⑫
は
伊
達
家
の
土
坑

（四
Ｊ
Ｉ
三
二
こ
、
⑬
は
脇
坂
家
の

一
七
世
紀
中
葉
の
埋
め
立
て
層

全
ハ
Ｋ
Ｉ

一
〓
ご

埋
土
）
か
ら
出
土
。
年
号
の

「□
永
」
は
寛
永
か
。
焼
印
は
と
も
に

「屯
」
。
側
は
伊
達
家
の

一
九
世
紀
前
半
の
建
物
施
設

（五
Ｊ
十
一≡
一九
）
か
ら

出
上
し
た
。
焼
印
は

「検
證
」
。

上
水
関
係
の
も
の
は
、
い
ず
れ
も
伊
達
家
の
上
水
桶
の
枠
板
の
合
わ
せ
口
に

記
さ
れ
て
い
る
。
的
は
四
Ｊ
十
三
五
〇
、
⑭
は
五
Ｋ
十

一
四
〇
、
側
は
六
Ｉ
Ｉ
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一
九
九
出
土
。
⑩
は
釘
状
の
も
の
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
、
他
の
二
点
は
墨
書
。
い

の
承
応
三
年

（
三
ハ
五
四
）
は
、
本
遺
跡
の
上
水
で
あ
る
玉
川
上
水
の
開
設
年

に
あ
た
る
。
し
か
し
上
水
の
完
成
は
、
同
年
の
六
月
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
よ
り
数
力
月
早
い
時
期
を
示
し
て
お
り
興
味
深
い
。
上
水
関
係
に
お
け
る
紀

年
銘
資
料
は
稀
少
で
あ
り
、
上
水
の
年
代
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

容
器
類
で
は
、
ω
は
脇
坂
家
の

一
七
世
紀
中
葉
の
遺
物
溜
ま
り

（六
Ｊ
Ｉ
落

ち
込
み
○
上０

か
ら
出
土
。
酒
裕
の
蓋
。
こ
の
他
で
は
、
「伊
丹
上
上
諸
白
」

「清
水
上
諸
白
」
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
脇
坂
家
で
は
、
酒
檸
が
竹
樋
の
上
水

桶
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ
る
。
⑬
は
脇
坂
家
の

一
七
世
紀
後

半
の
土
坑

（七
Ｊ
Ｉ
Ｏ
四
七
）
出
土
。
曲
物
の
蓋
に

「納
豆
」
の
墨
書
は
頻
繁

に
出
土
し
て
お
り
、
寺
院
名
が
記
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
ｍ
ｌ
の
は
脇
坂
家

の

一
七
世
紀
中
葉
の
埋
め
立
て
層

全
ハ
Ｋ
Ｉ
≡

Ｔ

一
三
Ｊ
・
Ｋ
）
出
土
。
⑪
の

「伽
羅
油
」
は
髪
付
け
油
か
。
の
は
脇
坂
家
の
グ
リ
ッ
ド

（一ハ
Ｋ
Ｉ
四
・
五
Ｓ
ｔ

Ｕ
）

一
括
、
側
は
伊
達
家
の

一
七
世
紀
前
半
の
土
坑

全
ハ
ー
ー
≡

〓
こ

か
ら
出

土
。
⑬
ｌ
側
は
い
ず
れ
も
曲
物
の
蓋
で
あ
り
、
容
器
と
し
て
曲
物
が
多
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
②
ｌ
⑭
の
文
字
は
、
い
ず
れ
も
焼
印
で
あ
る
。

次
に
札
類
に
移
る
と
、
い
―
側
は
脇
坂
家
の

一
七
世
紀
中
葉
の
遺
物
溜
ま
り

（五
Ｌ
Ｉ

〓
≡
こ

か
ら
出
土
。
こ
れ
ら
は

「闘
茶
札
」
あ
る
い
は

「聞
香
札
」

に
相
当
す
る
。
鰯
∞
の
よ
う
に
駒
形
の
も
の
に
は
こ
の
他
、
表
に

「桜
」
「風
」

「春
」
「鶴
」
「冬
」
、
裏
に
は

「
二
」
「
ウ
」
な
ど
が
あ
る
。
側
の
よ
う
に
長
方

形
の
も
の
に
は
他
に
、
「六
」
「七
」
「十
二
」
「十
三
」
「十
五
」
な
ど
の
数
字

を
両
面
に
記
す
も
の
が
あ
る
。
い
の
は
伊
達
家
の

一
人
世
紀
前
半
の
土
坑

（四

Ｊ
十
一一一〇
九
）
出
土
。
的
は
脇
坂
家
の

一
九
世
紀
前
半
の
地
下
室

盆
ハ
Ｋ
Ｉ
Ｑ
二

九
四
）
出
土
。
護
摩
札
で
あ
ろ
う
。

明
治
時
代
の
荷
札
で
は
、
⑪
は
旧
新
橋
駅
舎
の
便
槽

（五
Ｋ
十
二
一
一一◇

か

ら
の
出
土
で
、
明
治

一
〇
年
代
の
廃
棄
。
⑫
ｌ
∞
は
い
ず
れ
も
駅
舎
周
辺
の
土

坑
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
⑫
⑬
は
六
Ｋ
十
九
四
三
、
側
は
六
Ｋ
十
九
四
四
、

的
は
六
Ｋ
十

一
〇
三
〇
の
出
土
①
①
ｌ
①
は
板
や
記
載
方
法
が
酷
似
し
て
お
り
、

鉄
道
輸
送
の
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
①
の

「北
海
社
」
は
北
海
道
開
拓
使
官
有

物
払
下
事
件
に
関
わ
る
社
名
で
、　
一
人
人

一
年

（明
治
一
四
）
前
後
の
も
の
で

あ
る
。
こ
の
他
鉄
道
関
連
で
は
、
印
鑑

。
人
名
札

・
通
行
札
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
の
釈
文
の
校
注
は
、
舟
橋
明
宏

・
宍
戸
知
の
両
氏
に
よ
る
。
ま
た
聞
茶

札
あ
る
い
は
聞
香
札
に
関
し
て
は
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
の
下
津
間
康
夫
氏

と
福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
の
南
洋

一
郎
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『汐
留
遺
豚
―
旧
汐
留
貨
物
駅
跡
地
内
遺
跡

発
掘
調
査
概
要
Ⅱ
Ｉ
』
全

九
九
六
年
）

同

『同
Ⅲ
』
（
一
九
九
七
年
）

同

『同
Ⅳ
』
（
一
九
九
八
年
）

港
区
立
郷
土
資
料
館

『汐
留
遺
跡
』
盆

九
九
七
年
）

龍
野
市
歴
史
文
化
資
料
館

『龍
野
藩
江
戸
屋
敷
の
生
活
』
全

九
九
八
年
）

（斎
藤
　
進
）




